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Abstra(:t

Theinherent reliability of thecrossbar type automatic telephone exchange

equlpmentmakesitcomparativelyeasy tobe used asa non-attendantunittype

automatic switchboard where maintenance personnelis not required.And the

五rstconsiderationglVenindesignlng this Type HX-3Crossbar PABXEquipment

wastoward providing thissimpli五cation of maintenance.

Inthisreport,thewritersgivedetailedexplanation concernlng the equlPment

in generalwhichis to be delivered to theJapan Telephone and Telegraph

CorporationandtheHimejiThermalElectricPowerStationoftheKansaiElectric
Power Company wherein some unlque features are embodiedin thedesign as

wellas the construction.

一般にクロスバー式自動交換機はその動作の安定性
〔Ⅰ〕緒 盲

我国に望ましい交換方式としてクロスバー自動交換方

式が脚光を浴びてきた｡クロスバースイッチが無調整,

長寿命であるということはその原理より見てもあきらか

であって,クロスバー式交換 は無人局用小自動交換機

に最適ではなかろうかと考えられている｡

これはスコこ･--デンなごにおける実施例より見てもあき

らかである｡日立製作所では我国初の40回線収容の小

自動交換機を昨年末に試作(1)していろいろと実験を行つ

たが,その経験に基いて私設小容量クロスバ←方式自動

交換装置を完成しいよいよ実用に供しうる段l堵となった

のでこ｣にその概要を紹介する｡

〔ⅠⅠ〕装置 の 概 要

たとえば農村などにおけるような小規模の電話交換を

行うにあたって,自動化しかつ保守者を常駐させずに遠

方局または遠隔室で監視する無人局または半無人局方式

を採れば維持費が節約でき経済上有利上なる｡

日立製作所戸塚工=象

1二〕びに長寿命の点から無人または 無人式使用に適し

､声_

ノ′J､

し.

いることが知られ,すでに米国およびスエーデンなどで

広く採用され非常に優秀な機能を発揮している｡

HXⅦ3形自動交換装置はかかる半無人式使用に適すく)

よう設計されたもので容量8q 実装50回線のクロスバ

ー式自動交換機,局線接続用無紐巾継台,その他より構

成され,保守者を常駐することなしに年間連続で使用で

き,かつ保守,点検ならびに試験が容易で,絶対に発火

のおそれのないように考慮されている｡

は完全な防塵カ/し-を両面に有する高さ

2,750mmの架5架に収容されており,特に架 面ほ保

守点検上支障のないよう透明カノて【となっている｡

貰l図(次貢参照)および貰2図(次頁参照)に本F-f】

動交換機の正面を示す｡

弟3図(次頁参照)はこの自動交換装置の中継方式回

を示しており,中継方式図で且ズSと示されいてるクロ

スバースイッチ4箇を回線収容用として使用し,その垂

直路に加入者その他の回線を収容し,水平路は接続回路

(m方)に接続されている｡またAr方とホされている
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第1図 HX→3型クロスバー式自動交換機(1)

Fig.1.GeneralViewofType HX-3Crossbar

Automatic Switchboard(1)

第2図 HX-3型クロスバー式自動交換機(2)

Fig.2.GeneralView ofTypeHXT3Crossbar

Automatie Switchboard(2)
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加入者電話機

非接続部入着電話機

箇別呼出回線加入者電詔機

局線中継台用クロスバースイッチ
局線中継台

蕪辞レビーク用附加継電器群

コン′トローラ

型番号回路

自交本体用クロスバースイッチ

マーカ

局線用発着両用レビータ
扱者呼払同風

箇別呼出装置
レ ジ ス ク

試

接続 回 路

本配線 餌

無線用レビータ

加入者着用継電器群

第3図 HX-3型クロスバー式自動交換装置中継方式図

Fig.3,Trunking Scheme of Type HX→3PABX Equipment

クロスバ←スイッチ1箇を局線接続用として使用し,そ

の水平路に局線接続加入者(S〟∂甲)を収容し垂直路は

局線用発着両用レピ←タ(忍旦夕)仁鼠続されて-､る｡

接続動作の詳細ほこⅠⅤ〕節で述べるが,中継方式何か

らあきらかなように,木交換装置ほこ｣に収容されてい

る加入者相互の通話のほかこ局線ならびに私設専用回繰

加入者との通話も可能ならしめる｡名通話経路における

トラフィック容量は第1襲に示される通りであり,実装

50回線として1加入者あたりの発信呼量的3HCS(局線

接続加入者),2HCS(局線非接続加入者)まで収容しう

る｡

第1表 ト ラ フ ィ ック 容量

Tablel.TrafBc Capacity

通話径路 ■局線■内繰相互l故者呼扉空番号
トラフィック容量
(HCS)

28祐; 36

填
発着それぞれの容丑値な示す｡

1私 設
専用同線

〔ⅠⅠⅠ〕中継方式決定に到る経過

(l)加入者電話機のクロスバースイ､ソチへの接続方

法

加入者電話機をクロスバースイッチには続する場合に

2通りの方法が考えられる｡すなわち米 ウェスターン
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社の各種クロスバー~ん■式(1)に見られるように,加入者電

話機をクロスバースイッチの垂直路に接続して水平路を

次位回路に延長する方法土,西ドイツなどで小型PBX

用として開発された方式(2)に見られるように,加入者電

話機をクロスバースイッチの水平路に接続して垂直路を

次位回路に延長する方法である｡クロスバースイッチの

機構上加入者電話機を垂直路に接続するか水平路に接続

するかは回路上また方式上かなりの相違を生じ,その優

劣については種々論議されているところである｡この点

に関L以下や｣詳細に論じたい｡

(A)カットオフリレー(Cut-0ffRelay)の問題

加入 電話機をクロス′し-スイッチの垂直路に接続す

れば垂直路に対応する保持磁石は加入者の通話が継続さ

れている限り動作を保持するから,この保持磁石のオフ

ノーマル接点を利用してカットオフ(Cut-0任)作用がで

きるためカットオフリレー(Cuト0仔Relay)は不要にな

る｡これこkL加入者電話機をクロスバースイッチの水

平路に接続すれば,水平路に対応する選択磁石は通話回

路の接続が完了すれば,加入者が通話中であると否とに

かかわらず復I11してつぎの接続に備えねばならないか

ら,オフノトマル接.･さj､を利用してカットオフ(Cut-Off)

作用を行うこ上ができないので,各加入者ごとにカット

オフリレr(Cut-0ffRelay)を1筒必要とする｡この点

に関しては加入者電話機せクロスバースイッチの垂直路

に接続する17が有利である｡

(B)加入者電.講機への割込通話

たとえば局線からの着信通話(これは遠方の~‥√外局か

らの着信通話であるこ土もある)があった場合その被呼

内線加入者が訪中の上きなごは巾継台扱者が内線加入一存

へ`.別込み(必要に応じて強制切断)通話するこ土が必要

となる｡この割込通話回路を構成するに際し,加入者電

話機がクロスバースイッチの水平蹄に接続されで.､る場

一合は,その加入者電話機が通話rll七･クロスバ←スイッチ
の交叉点が閉ぢ十∴､ても,さらにその加入者へ2重接続

を行うこ二二(すなわち割込むこ±)は容易であるが,加

水平錯側カ1主人れ5堤合

C

l

l

l

圏 ∫

垂直照射別カlら入れ5場合

入者電話機がクロスバースイッチの垂直路に接続されて

t･､る場合は,その加入者が通話中でクロスバースイッチ

の対応する保持磁石が動作しておれば,クロス/シースイ

ッチの機構上最早そのクロスバースイッチを使用するだ

けでは,さらにその加入者へ2重接続することは不可能

である｡すなわち割込回路を構成するために加入者電話

機がクロスバースイッチの水平路に接続されておれば,

そのクロスバースイッチの1部の垂直路を利用して構成

できるのに反し,加入者電話機がクロスバースイッチの

垂直路に接続されておる場合は,別途割込用の接続経路

が必要となる｡この点に関しては加入電話機者をクロス

バースイッチの水平路に接続する方が有利である｡

(C)クロスバースイッチの交叉点の切替使用時の問

題

クロス′し-スイッチの交叉点がおのおのたとえば6糾

のメーク接一･ナえから構成されているような場合,これを適

当な方 で3対のメーク接点2組とし,それらを切替え

て使用すれば,たとえば水平路10,垂直路20のいわゆ

る10×20のクロスバースイッチは見かけ上水平路20,

垂直路20の20×20のクロスノミースイッチとしての他用

が可能となり,種々の点で有利であることが知られてい

る(3)｡いまこの切替をリレーで行う場合について述べる

±,一般に加入者電話機の数と接続回路の数は加入者電

話機の方が多いのが当然であって,この間に選択装置と

してクロスバースイッチが介在するのであるが,加入者

電話機をクロスバrスイッチの水平路に接続すれば,こ

の切替は数の少い接続Id路側で行うことができるのに反

Lて,加入者電話機をクロスバースイッチの垂直路に接

抗すれば,

ばならない
､

の切替ほ数の多い加入 電話機侵■!ロで行わね

いう相違がある｡すなわち第1図に示すよ

うに垂直路側に接続した場合は,もしも接続回路側で切

替を行えば,た緑で示される通路が形成され切替が無二･よ

l昧±なるので,かならず加入者側で行わねばならない｡

以上の点を吟味し,割込の方法が解決されれば加入者

をクロスバースイッチの垂活路に接続する方法が綜合的

ト

】

lD†

l

血ム

Ⅷ
㍑
二､雲晰ことが出東女

----まカつ5

こ＼で切みけ5必要あり

第4図

解電器を用いて交叉点を

切替使用する方法
こ■･

l】 Fig.4.

MethodofUsingRelays

to Select Odd or Even

of the Two Trucks As-

SOCiatedwith the Cross-

bar Switch
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に有利であると考えられ,かつ[Ⅴ〕の6節で述べてある

ように割込の解決法が考えられたので,これを採るこ三

に決定した｡

(2) レジスタの接続方法

レジスタを接続する場合にも2通りの方法が考えられ

る｡すなわちたとえば米国ウェスターン社の1号クロス

バー方式(1)などに見られるごとく,加入者電話機をクロ

スバースイッチを経由して一度通話経路に含まれる継電

器群(1号クロスバー方式では区画ジャンクタと称して

いる)に接続し,ここからさらにレジスタに接続する方

法と,たとえば米国ウェスターン杜の5号クロスバー方

式(1)(4)などに見られるごとく加入者電話棟をクロスバー

スイッチを経由して直接レジスタ(5号クロスバ←方式

では発信レジスタと称している)に接続する方法である｡

(A)所要リレ←数の問題

授者の方法によれば発信加入者のダイヤルの途中また

ほ終了時に,出中継接続であるか白局内接 であるかに

応じて,加入者電話機を発信レジスタからそれぞれ出中

継トランクまたは自局内トランクに接続切替を行って通

話経路を完成するので,前者の方法に比して通話路に要

するリレー数が少数ですむという利点を有するが,他面

常に切替接続を行うのであるから発信レジスタは発信加

入者を記憶しておく必要があり,この点でレジスタに要

するリレー数が多数となる欠たを有する｡

(B)レジスタ摘捉時の待合せの間

加入者が送受器を上げて発信を行った土ころ,レジス

タがすべて使用中であったという場合について考えれ

ば後者の方法によれば発信加入者を直接レジスタに接続

するため大規模な制凧回路(マーカ)を用いる必要があ

るため,空きレジスタができるまでマーカの動作を保留

することは無駄であり,したがってレジスタを捕捉する

ために待合せはゆるされない｡

しかるに前者の方法によった場含は,たとえばHX-3

形自動交換機の場合は一度マ←カにより通話経路に含ま

れる継電器群を捕捉し,さらiここゝからレジスタを捕捉

するのであるから,もしもレジスタが全部使用中であつ

たとしても,マ←カは一度接続回路まで接続を行った後

復旧して以後のレジスタの捕捉を接続回路に任せるよう

にしておけば,空レジスタができるまで接続回路を保留

することによりレジスタの捕捉に際し待合せがゆるされ

サービ不が向上する｡

すなわちレジスタ捕捉に際し待合せがゆるされるとい

う点で前者の方法が有利であると考えられる｡

(C) ミニマムポウズの問題の解決法として側路を作

る場合の間遠

共通制御式自動交換機のミニマムポウズの問題に閲し

ては〔Ⅴ〕の(3)節に述べてあるが,この間題の1解決法

として側路を作る方法を採った場合,前者の方法によれ

ば問題はないが後者の方法を採った場合は問題がある｡

すなわちダイヤルインパルスを側路から送出し,この

送出が終了してから通常通り通話経路をレジスタからこ

の出中継装置に切替を行うわけであるが,クロスバース

イッチのリンク構成がNon-Blocking(5)でない限りリ

ンク全塞りになる可能性がある｡もしリンク仝塞りとな

ればこの切替は行われえないが,すでに被呼加入者側へ

のイン㌧パルスは側路により送出されているから,結局被

呼者が呼出されても発呼者が接続されないことになる｡

したがってセンダの設置その他の方 により,この間踵

を解決する必要があり,この点で前者の方

ると考えられる｡

が有利であ

以上の点を吟味して出および人中継呼の少い場合i･ま前

者の方法が綜台的に有利であるとしこれを採ることに決

定した｡

〔ⅠⅤ〕接 続 動 作 概 要

接続動作の概要を第3図により以下に述べる｡

(り 内線加入者相互接続

内線加入者が送受器を上げるとマーカが起動し,クロ

ス/シースイッチ(gズS)を経て空き接続回路を選んで発

信加入者をそれに接続しマーカは復旧する｡発信加入者

が接続回路に接続され,さらに空きレジスタがあれば発

信音が接続回路からクロスバースイッチ(且ⅩS)を経て

発信加入者に送出される｡発信加入者が発信苦を聞いて

ダイヤルを開始すればさらにレジスタに接続され,発信

加入者のダイヤルイン′くルスはレジスタで計数

る｡発信加入者の被呼加入者に対応する3数字のダイヤ

レジスタはマーカを起動し被呼加入者

が話中または受話器外し状態にあるか否かを試験する｡

被呼加入者が話中または受話器外し状態になければ,

マーカは被呼加入者をクロスバースイッチ(EズS)を経

て先に発信加入者の接続されてある接続回路に接続する

とともに,マーカは接続の完成を照合した後レジスタと

ともに復旧する｡被呼加入者が話中または受話器外し状

態にあるときてまマーカはレジスタを経て接続回路にその

むねを通知しレジスタとともに復旧する｡

話中音はクロスバースイッチ(EズS)を経て接続回路

から発信加入者へと送出される｡

(2)内線甲加入者より局線への自動発信

内線甲加入者が送受器を上げてマーカの制御によりク

ロスバースイッチ(Eズ5)を経て接続回路に接続され,

また加入者のダイヤル開始によりさらにレジスタに接続

されるまでは前項と同様である｡
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発信加入者は局線接続であることを表示する"0"を

ダイヤルするが,この"0"ダイヤルをレジスタが計数

蓄積するとコントローラを起動する｡コントローラは局

線用レビータを試験し,その空いて1.･､る1箇を捕捉して

接続の準備をさせ,さらにその旨をレジスタ,接続回路

およびクロスノミ←スイッチ(gズS)を経て加入者用継電

器群に 示する｡加入者用継電器群は 発
-nノ
よこ示

信加入者を自交本体用クロスバースイッチ(gズS)より

局線中継台用クロスバースイッチ(A㍑)へと切替え

る｡この切替によりクロスバースイッチ(gズ5),接続

路,レジスタおよびコントローラは順次復旧する｡

かくして発信内線甲加入者→中継台用クロスバースイ

ッチ(A㍑)→局線用発着両用レビーダー,局線なる局線

通話回路が完成する｡

(3)局線よりの内線甲加入者への着信

局線よりの着信は局線用レビータに入り,この局線用

レビータのリレーの動作によりラインランプが点火し

て,扱者に着信のあったむねを 示する｡扱者はそれに

応答し,発信加入者より被呼加入者の番号を聞いて,も

しもその被呼加入者が話中または受話器外し状態でなけ

れば,直ちにその被呼加入者に対応するボタンを操作す

る｡この扱者のボタン操作により中継台用クロスバース

イッチが動作して局線用レビータを被呼内線甲加入者ま

で接続延長する｡

かくして発信加入者→局線用発着両用レビータ→巾継

台用クロスバースイッチ(Arズ)→被呼内線甲加入

る局線通話回路が完成する｡

(4)私設中絶回緑への自動発信

内線加入者が送受器を上げてマーカの制御によりクロ

スバースイッチ(gズS)を経て接続回路に接続され,ダ

イヤルの開始によりさらにレジスタに接続するまでは

(1)項と同様である｡

発信加入者は私設中継恒1繰への日動発信であることを

表示する"8"をダイヤルするが,この"8"ダイヤル

をレジスタが計数蓄積するとコントローラを起動する.｡

コントローラは無線レビータ用附加継電器群を試験し

その空いている1箇を捕捉することにより以後の発信加

入者のダイヤルインパルスを発信加入者→クロスバース

イッチ(gズS)→接続回路→レジスタ→コントローラ→

無線レビータ用附加継電器群と送出する側経路を作ると

ともに,マーカを起動して(1)項の着信接続の場合と同

様に,該無線レビータ用附加継電器群をクロスバースイ

ッチ(EズS)を経て先に発信加入者の接続されてある接

続回路に接続するとともに,マーカは接続完成を照合し

た後レジスタ,コントロ■-ラとともに復旧する｡

かくて以後の発信加入者のダイヤルインパルスは発信

加入者→クロスバースイッチ(EズS)→接続回路→クロ

スパースイッチ(EズS)→無線レピ←タ用附加継

なる正規回路で送

器群

され,被呼加入者応答後の相互通話

もこの経路でなされる｡

(5)私設中継回線よりの自動着信

私設中継回路よりの着信があれば対応する無線レビー

タ用附加継電器群を捕捉し,さらにこゝから直接レジス

タを捕捉してレジスタで遠方発信局からのダイヤルイン

パルスを計数する一方(1)項の発信接続の場合と同様

に,該無線レビータ用附加継電器群を,マーカの動作に

よリクロス′ぐ-スイッチ(gズS)を経て空き接続回路に

接続する｡レジスタが3数字のダイヤルインパルスの計

数蓄積を えれば,(1)項の着信接続の場合と同様にマ

ーカの動作により,被呼加入者をクロスノミ←-スイッチ

(gズS)を経て先に該無線レピ←一夕用附加継電器群の接

続されてある接続回路に接続するとともに復旧する｡か

くして無線レビータ用附加継 器群→クロスバースイッ

チ(gズS)→接続回路→クロスバースイッチ(EズS)→被

呼加入者なる着信通話回路が完成する｡

､(`)個別呼出回線の通話接続

(A)個別呼出回線よりの単独加入者への発信接続

この場合は(1)項の場合と全く同様であるム

(B)単独加入者より個別呼出回線への着信接続

内線加入 が送受器を上げてマーカの制御によりクロ

スパースイッチ(ガスS)を経て接続回路に接続され,ま

た加入者のダイヤル開始によりさらにレジスタに接続さ

れるまでほ(1)項と同様である｡発信加入者のダイヤル

インパルスはレジスタで計数蓄積され,被呼加入者に.対

応する3数字のダイヤルが 了すれば,レジスタはマー

カを起執し,マーカは被呼個別呼出回絹に対応する表示

を加入者用継電器群中に蓄積させるとともに,(1)項の

着信接続の場合と同様に被呼個別呼出l司線を含む個別呼

出継電器群を,クロスバースイッチ(βズ5)を経て先に

発信加入者の接続されてある接続回路に接続するととも

に,この接続の完成を照合した後レジスタとともに復旧

する｡個別呼出継電器群は加入者用継電器群より被呼個

別呼出回線に対応する表示を受け,それに対応する信号

を送出する｡かくして発信加入者→クロスバースイッチ

(gズS)→接続回路→クロスバースイッチ(Eズ5)→個別

呼出継電器群→被呼個別呼出加入者なる通話回路が完成

し,被呼個別呼出加入者に対応する組合せの信号が送出

される｡なおこの際個別呼出加入者の一斉指令呼出も可

能である｡

(C)個別呼出相互通話

個別呼出回線中の加入者が送受器を上げると,その属

する個別呼出継電器群を経て,(1)項の場合と同様にマ
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-カが起動し,クロスノミーースイッチ(EズS)を経て,空

き接続回路を選んで発信加入者をそれに接続し,ダイヤ

ルインパルスをレジスタで計数蓄 するとともに,個別

呼出継電器群でも同様に発信加入者のダイヤルインパル

ス計数蓄積する｡

発信加入者の2数字のダイヤルにより個別呼出相互通

話であることがわかると,個別呼出継電器群はクロスバ

ースイッチを経て,接続回路に延長しているループを切

断し,接続回路,レジスタ,クロスバースイッチ(βズS)

を復旧させる｡発信加入者の3数字のダイヤルが終了す

れば,被呼個別呼出加入者に対応する組合せの信号が個

別呼出継電器群から送出され,被呼加入者の応答により

個別呼出継電器群のみを使用して個別呼出相互通話がで

きる｡

(7)代表番号のアドバンスハンチング

内線加入者の1部を代表番号扱とするにはマーカのア

ドバンスハンチング(Advance Hunting)機能を用い

る｡この場合離散番号のアド′ミンスハンチング(最大6

加入者まで)が可能である｡

〔Ⅴ〕装 置 の 特 長

(り 受話課外し加入者の除去(ラインロックアウト)

ならびに表示

一般に加入者に受話機外しがあれば,換機の機器を無

駄に保留し交換機のサービスを低下させることになる｡

これを防止するため加入者に受話器外しがあれば,その

加入者を交換機より自動的に除去(ラインロックアウト)

し,加入者には話中音を送出し,また監視者にそのむね

を表示し受話器外しが除かれれば自動的に通常状態に復

帰するようになっている｡

(2)レジスタの捕捉閉塞方言去

共通制御式クロスバー交換機の特長とするところは発

信加入者のダイヤルインパルスの計数蓄積,あるいは被

呼加入者の話中試験などのごとく動作は複雑であるが,

所要時間の少い機能はこれを全加入者に共通である共通

制御回路(レジスタ,マーカ)に集中して遂行せしむる

ところにある｡したがってこれらの共通制御回路全部が

使用中という状態は加入者サービス上きわめて好ましく

ない｡レジスタの場合についていえば,レジスタが3箇

ある場合ほ通常の共通制御方式の場合は3人の加入者が

送受器を上げた状態で,それぞれの加入者がそれぞれの

レジスタを捕捉閉塞し,レゾスタの全部が使用中という

状態となる｡すなわちこのような状態が続いている間は

他の加入者は発信しても接 は行われないことになる｡

これを防止するた桝こレジスタの捕捉は加入者が送受器

を上げた状態でなされるが,レジスタの閉塞は加入者が
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ダイヤルを行って始めてなされるようにする｡すなわち

レジスタを多数の加入者が重複して捕捉することを許し

,この重複した加入者の中の任意の一人の加入者のダイ
ヤルにより,始めてレジスタを閉塞状態とすることによ

りレジスタの機能を害することなしに,レジスタの全塞

りのためのサ←ビス低下を防止するようになっている｡

(3)出および入中継接続におけるミニマムポウズの

問題の解決法

共通制御式クロスバー交換礫によって遠方局との自動

中継接続を行わしむる場合に,t･､わゆるミニマムポウズ

の問題がある｡すなわちたとえば自動中継接続の場合に

ついていえば所望の自動中継綿への接続の完成のため共

通制御回路を起動し,これの動作によって加入者の次位

インパルスが送出される前に,自動中継回線を完成しな

ければならない｡しかるに共通制御回路はその名称が示

一
一

線回全ゝ
つ
′

よす 共通i 用されているものであるか

ら,共通制御回路を起動せんとしたときすでに他の加入

者により共通制御回路が使用中であれば,その使用が

るまで待たなくてはならない｡すなわち共通制御回路の

捕捉に際して待合せという現象が発生することが考えら

れる｡この待合せ時間が長引けばミニマムポウズの問に

自動中継回線の接続が完成されず,したがって続いて行

われたダイヤルインパルスは正しく遠方局へ送出されな

1ヽ

自動人中継接続の場合も同様の問題があり,この場合

には同じくミニマムポウズの問に遠方局からの人中継呼

は計数蓄積回路たるレジスタを枯粧しなければならな

い｡

これを防止するためにたとえば自動出中継接続を行う

に当っては,マーカの動作によりj正規の接続通話回路を

完成させることゝ並行して,レジスタと中継繰との間に

側路を作り,続いて行われるダイヤルインパルスはこの

側路によって送出し,かつマrカによる正規の接続通話

回路が完成した後に側路を復旧させ,イン㌧パルスの送出

は側路より正規接続に連続的に切替えられるようにして

ある｡自動人中継接続の場合はレジスタを側路で直接捕

捉するようにしてある｡

このようにすることにより自動中継接続に際してマー

カの動作時間あるいはマ←カ捕捉時の待合時間が長びい

たため正規接続路の完成が,ミニマムポウズに間に令わ

ないようなことがあってもなんら支障を来さないように

なっている｡

(4)マーカの動作方法

(3)節で述べたように自動中継接続を行うに当ってマ

←カとしては特別の動作は行わず通常の加入者の接続を

行うと同様に動作すればよい｡したがってマーカの動作
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は大約発信加入者に対する発信接続と,着信加入者に対

する着信接続という2種類のみとなる｡したがってマー

カの動作は単純化され回路の理解も容易となり,また特

に発信接続にあっては発信接続が続いて起り,かつその

間に着信接続が発生しないときは,マーカは1回の接続

の完了のたびに全部復旧するようなことはせず,つぎつ

ぎと発信呼を処理するようにしてあるため,接続時問は

短縮されまた機器の無駄な損耗を防止するようになって

いる｡

(5)マーカの捕捉方法

マーカの動作時間が短いので通常の加入者発信呼量の

場合,本機のような程度の容量実装を持つ自動交換機で

はマーカは1箇で十分すべての呼を処理できる｡たぜ)に

本機では通常の共通制御式のクロスバ←交換機で行わて

いるような複雑なマーカコンネクタはおかず,通常1箇

のマーカを接続状態にしておき,このマーカが故障のと

きのみ予備としていま1箇用意してあるマーカの方へ自

動的に切替える｡

このようにすることによりマーカコンネクタはきわめ

て簡略化することができ,またおのおのの呼の取扱に際

してマーカコンネクタを起動する必要がないから,接続

に要する時間も短くてすむようになっている｡

またマーカの障害はマーカの接続に要する時間が定め

られた一定値以上になることにより検知(いわゆるタイ

ムアウトこよる検知)するようになっているので,たと

えばマーカにおける接続動作がある程 進に階段の上以

んだとき,その呼が加入者により放棄されたような場合

にもマーカ自体にはなんらの異常がないにもかゝわらず

マーカは以後の接続に要する情報を加入者側からうるこ

上ができないので,マ←カの接続動作はその点で停止し

障害のときと同じ状態になり,予備マーカヘの切替えが

行われることになる｡したがって単に障害の警報を通常

通りさらに予備マーカにタイムアウトが検知されたとき

に行うようにしておいた場合は,本機のごとく半無人式

使用を原則とする交換機にあっては,保守者の巡回期限

内にこのような呼の放棄に起因するタイムアウトが2度

以上偶然に発生すれば,マーカ自体には2箇ともなんら

の異常がないにもかゝわらず警報状態となる｡

このよう
-l_

/J､ 態の発生を防止するために本磯にあって

は通常に1箇のマーカを接続状態にしておき,このマー

カがタイムアウトとなったとき予備マーカに切替え,さ

らに予備マ←カがタイムアウトになれば旧のマーカにも

どし,この旧のマーカにもどってこのマーカが最初の呼

を取扱うとき,さらにタイムアウトとなったときには警

報状態になるが,この呼の取扱いに異常がなければ最初

の状態にもどし■て同様のことを繰返すようにしてある｡

第5図

Fig.5.

第6図

Fig.6.

日立製ク ロ スバースイ

HitachiCrossbar Switch

ツ チ

日立製マルチコン∵タクトプレー

(ガバ←を取除いたところ)

HitachiMultidContact Relay

(Cover Removed)

第7図 ZRE型.リ ー/←

Fig.7.Type ZRE Relay

第8図 平型重接点リ レ ー

Fig.8.Flat Type Double Contact

Relay
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このようにすることにより子術マーカの動作中に続い

て2度呼の放棄によるタイムアウトが発生しない限り,

誤れる警報状態にならないようにしている｡

そしてこのような偶然の発生する可能性はきわめて少

いから誤れる警報表示はほとんどなくすることができ

る｡

(`)局線接続方法

本棟の局線接続方法は局線接続の内線接続に対する優

先接続,局線接続加入者との区別を明確にするための非

接続装置の問題ならびに割込通話の問題などの解決のた

め特別の方法をとっている｡すなわち局線接続専用のク

ロスバースイッチを設け,その水平路は局線接続加入者

を収容し,垂直路は局線に接続し局線よりの着信時はこ

のクロスバ岬スイッチを扱者の手動操作により適当に動

作させて希望の局線接続加入者を呼出し,また内線より

の発信時にはこのクロスバースイッチをコントローラに

より自動的に動作させて,内線接続を全く無関係に局線

接続を行うようになっている｡このようにすることによ

りまた無紐中継台は小型化されまた取扱も容易となる｡

(7)使用機器

木交換機の最大特長はその使用機器の動作の安定性と

長寿命の点にある｡すなわち主要使用 器はクロスバー

スイッチ(1)(6),マルチコンタクトリレー,ZRE形リレ

ー,乎形2重接点リレーなどであり,いずれも摺動部分

は全くなくかつ接点はすべて2重接点であり,きわめて

高度の動作安定匿と長寿命の期待しうるのばかりであ

論 第37巻 第10号

る｡これらの外観をそれぞれ第5図,第`図,幕7囲お

よび第8図(前貢参照)に示す｡

〔ⅤⅠ〕結 盲

上述したごとくこの交換装置は各種の特長を持って1■､

るが,技術の進歩とともにます一変す性能の向上をほかつ

て行かねばならない｡将

機がよいかはその実用の結

どのような方式の小自動交換

を待って改めて決定すべき

だと考えている｡Lたがって本交換機の詳細な実用試験

の結果こついては稿を改めて御批判を仰ぐ所存である｡

に臨んで種々御指導,御援助を賜った日本電信電話

公社調査課,関西 力株式会社工務部通信課,日立製作

所関係各位に厚く感謝の志を表する｡
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